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ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
20
年
よ
り
国
際

海
運
か
ら
の
C
O
2

排
出
削
減
な
ど
を
目
的

と
し
た
「
海
洋
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を

進
め
、そ
の
中
で「
C
O
2
排
出
指
標
の
開
発・

国
際
基
準
化
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
が
提
案
し
た
新
し
い
基
準
が
、

国
際
海
事
機
関
（
I
M
O
※
）
で
、
平
成
23

年
に
採
択
さ
れ
た
の
で
す
。

採
択
に
先
立
っ
て
、
造
船
メ
ー
カ
ー
の
省

エ
ネ
船
の
技
術
開
発
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
「
空
気
潤
滑
シ
ス

テ
ム
」
で
す
。
こ
れ
は
、
船
底
か
ら
空
気
の

泡
を
吹
き
出
す
こ
と
で
、
水
と
の
摩
擦
を
減

ら
し
燃
費
を
良
く
す
る
技
術
で
、
す
で
に
穀

物
や
鉱
石
を
運
搬
す
る
「
ば
ら
積
み
船
」
や

ク
ル
ー
ズ
客
船
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
※
の
採
掘
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

L
N
G
※
タ
ン
カ
ー
で
も
、
球
形
の
L
N
G

タ
ン
ク
を
覆
う
船
体
と
一
体
構
造
の
連
続
カ

バ
ー
を
付
け
る
こ
と
で
、
風
の
抵
抗
を
減
ら

す
と
共
に
船
体
を
軽
量
化
す
る
船
が
開
発
・

実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
建
造
さ
れ
た
船
舶

の
優
れ
た
環
境
性
能
が
、
世
界
中
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

韓
国
や
中
国
の
建
造
量
が
多
い
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
造
船
所
の
規
模
の
違
い
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
よ
り
も
新
し
い

時
期
に
巨
大
な
施
設
を
造
っ
た
造
船
所
は
、

大
型
船
を
同
時
に
多
数
隻
建
造
し
た
い
と
い

う
客
（
船
主
）
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
日
本
で
も
、
国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
に
、
造
船
企
業
の
再
編
・
統
合

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

各
造
船
所
が
得
意
分
野
に
集
中
で
き
、
企
業

と
し
て
の
建
造
能
力
を
高
め
る
と
共
に
、
技

術
者
に
と
っ
て
も
似
た
船
を
別
の
場
所
で
設

計
す
る
な
ど
の
無
駄
を
省
い
て
、
効
率
的
に

働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
を

採
掘
す
る
「
海
洋
開
発
※
」
で
す
。
海
洋
開

発
に
は
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
船
舶
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
海
底
の
石
油
・

ガ
ス
採
掘
は
、
海
外
勢
が
先
行
し
、
日
本
は

出
遅
れ
た
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
実
績
を
重
ね
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
日

本
の
市
場
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
特
殊
な
船
舶
の
開
発
や
、

建
造
、
運
用
に
は
、
技
術
者
の
育
成
も
重
要

で
す
。
し
か
し
、
海
洋
開
発
分
野
は
新
し
く

取
り
組
み
始
め
た
分
野
で
あ
る
た
め
、
十
分

な
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
海
外
の
大
学

な
ど
と
も
連
携
し
て
、
産
学
官
一
体
と
な
っ

た
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
も
始
め
て
い

ま
す
。

船
舶
の
建
造
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運
用
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
受
注
も
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

で
す
。（
株
）
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業

支
援
機
構
（
J
O
I
N
）
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
日
本
企
業
の
海
洋
開
発
分
野
へ
の
進
出

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
価
格
が
一

時
的
に
下
落
し
た
昨
今
で
は
、
海
洋
開
発
分

野
へ
の
投
資
は
抑
制
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
後
も
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
成
長

分
野
で
あ
る
海
洋
開
発
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
は
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
施
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
日
本
の
造
船
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
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上／三菱重工の「さやえん
どう」LNG船。球形のLNG
タンクを船体と一体構造の
連続カバーで覆い、丈夫で
軽く、かつ空気抵抗の少な
い形を実現した。
左／川崎重工が製造した球
形のLNGタンク。天然ガス
を-162度の低温で液体化
して貯蔵し、海上輸送する。

造船や海洋開発の話題で
よく使われる言葉
シェールガス
米国が開発を進めてきた地層内のエネル
ギー資源。米国がエネルギー輸出国になっ
たことで、パナマ運河を通行可能なLNG
船の需要が高まるなど、造船業にも影響を
もたらした。

海洋開発
海底の資源採掘、洋上風力発電など、新
たな海洋利用を図ること。近年、海底から
の石油やガス生産が増加し、注目を集めて
いる。

LNG:Liquefied Natural Gas
液化天然ガスの略称。極低温で気体の
天然ガスを液化し、効率的な輸送を行う。
「LNG船」はLNGの運搬船を指す。

IMO:International Maritime
Organization
国際海事機関の略称。国際連合の専門機
関で、船舶の安全や環境に関する国際規則
を定めている。

特集

進化する造船業

04

建造量／万総トン 円／ドルレート
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日
本
の
造
船
と

海
洋
産
業
の
こ
れ
か
ら

海
上
輸
送
は
日
本
の「
生
命
線
」

私
た
ち
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
、
生

活
物
資
の
多
く
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ

て
お
り
、
実
に
輸
入
貨
物
の
99
・
7
％
（
重

量
比
）
が
海
運
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
に
石

油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
お
い
て
は
、
日

本
だ
け
で
は
な
く
世
界
的
に
海
上
輸
送
が
重

要
な
手
段
に
な
っ
て
い
て
、
世
界
の
原
油
供

給
の
約
63
％
が
海
上
輸
送
に
よ
っ
て
い
ま
す
。

日
本
に
近
代
的
な
造
船
技
術
が
導
入
さ
れ

た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
で

し
た
。
明
治
政
府
は
海
外
か
ら
技
術
者
を

招
き
、
各
地
に
造
船
所
を
建
設
。
明
治
9

（
1
8
7
6
）
年
に
は
、
造
船
所
の
民
間
払

い
下
げ
が
始
ま
り
、
造
船
所
は
地
域
経
済
と

密
接
に
結
び
付
く
産
業
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
41
（
1
9
0
8
）
年
に
は
、
純
国
産

技
術
に
よ
る
初
の
大
型
客
船
「
天
洋
丸
」
を

建
造
す
る
ま
で
に
技
術
力
が
高
ま
り
、
昭
和

31
（
1
9
5
6
）
年
に
は
英
国
を
追
い
抜
い

て
建
造
量
世
界
第
1
位
に
な
っ
た
の
で
す
。

2
0
0
0
年
代
に
入
っ
て
建
造
量
で
は
中

国
と
韓
国
に
抜
か
れ
ま
し
た
が
、
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
や
円
高
な
ど
の
厳
し
い
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
日
本
の
造
船
メ
ー
カ
ー
は
技
術

を
磨
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

匠
の
技
と
最
新
技
術
を
融
合

船
の
建
造
は
自
動
化
も
進
ん
で
い
ま
す

が
、
今
で
も
「
匠
の
技
」
は
欠
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
船
舶
の
船
体
は
数
千
枚
の
厚
い

鉄
板
で
形
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は

「
ぎ
ょ
う
鉄
」
と
呼
ぶ
加
工
技
術
に
よ
り
、
一

枚
ず
つ
手
作
業
で
複
雑
な
形
状
に
曲
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
使
っ
て
鉄
を

熱
し
た
り
、水
を
か
け
て
冷
ま
し
た
り
し
て
、

設
計
図
通
り
に
鉄
を
た
わ
め
る
の
は
、
熟
練

工
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
難
し
い
作
業
で
す
。

自
動
車
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
薄
い
鉄
板
は
プ

レ
ス
加
工
で
必
要
な
形
状
に
成
形
さ
れ
ま
す

が
、
厚
さ
が
20
㎜
に
も
な
る
船
体
用
の
鉄
板

は
、
匠
の
技
が
な
け
れ
ば
緻
密
な
曲
面
に
加

工
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

ま
た
、
日
本
が
世
界
一
の
造
船
国
に
な
る

過
程
で
は
「
ブ
ロ
ッ
ク
工
法
」
の
よ
う
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

工
法
は
、
プ
ラ
モ
デ
ル
の
よ
う
に
パ
ー
ツ
を

あ
ら
か
じ
め
組
み
立
て
て
お
き
、
最
後
に
船

台
の
上
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

船
体
を
造
る
工
法
で
、
作
業

効
率
や
品
質
を
格
段
に
高
め

ま
し
た
。
近
年
で
は
、
I
T

技
術
を
設
計
や
工
事
管
理
に

生
か
し
、
品
質
の
高
い
船
舶

を
低
コ
ス
ト
で
建
造
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

現
在
で
も
日
本
は
、
新
し

い
技
術
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
し
続
け
て
い
ま
す
。

世
界
の
海
で
評
価
さ
れ
る

日
本
の
船
舶

船
舶
は
安
全
性
の
他
、
燃

費
の
良
さ
な
ど
経
済
性
も
重

要
で
す
。
低
燃
費
は
、
C
O
2

の
排
出
量
を
抑
え
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
、
地
球
環
境
に

関
心
が
高
ま
る
現
在
、
ま
す

海事局
船舶産業課長

大坪新一郎

造船の受注は為替の変動の影響を受け、円安は受注増、円高は受注減に働く。造船所が船を建造し船主に引
き渡すのは、受注してから2〜3年程度先であるため、円レート（折れ線）と日本の建造量（棒グラフの赤）の動
きには時差が現れている。アベノミクスによる円高是正により、平成25年から受注は回復基調にあり、建造量
は平成27年から増加する見込み。

出典：建造量グラフ／ロイド統計より作成  為替レートグラフ／東京市場ドル・円レートより作成

その他

欧州

韓国

中国

日本
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ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
20
年
よ
り
国
際

海
運
か
ら
の
C
O
2

排
出
削
減
な
ど
を
目
的

と
し
た
「
海
洋
環
境
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を

進
め
、そ
の
中
で「
C
O
2
排
出
指
標
の
開
発・

国
際
基
準
化
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
日
本
が
提
案
し
た
新
し
い
基
準
が
、

国
際
海
事
機
関
（
I
M
O
※
）
で
、
平
成
23

年
に
採
択
さ
れ
た
の
で
す
。

採
択
に
先
立
っ
て
、
造
船
メ
ー
カ
ー
の
省

エ
ネ
船
の
技
術
開
発
を
支
援
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
「
空
気
潤
滑
シ
ス

テ
ム
」
で
す
。
こ
れ
は
、
船
底
か
ら
空
気
の

泡
を
吹
き
出
す
こ
と
で
、
水
と
の
摩
擦
を
減

ら
し
燃
費
を
良
く
す
る
技
術
で
、
す
で
に
穀

物
や
鉱
石
を
運
搬
す
る
「
ば
ら
積
み
船
」
や

ク
ル
ー
ズ
客
船
な
ど
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
※
の
採
掘
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
で
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る

L
N
G
※
タ
ン
カ
ー
で
も
、
球
形
の
L
N
G

タ
ン
ク
を
覆
う
船
体
と
一
体
構
造
の
連
続
カ

バ
ー
を
付
け
る
こ
と
で
、
風
の
抵
抗
を
減
ら

す
と
共
に
船
体
を
軽
量
化
す
る
船
が
開
発
・

実
用
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
で
建
造
さ
れ
た
船
舶

の
優
れ
た
環
境
性
能
が
、
世
界
中
で
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

韓
国
や
中
国
の
建
造
量
が
多
い
理
由
の
一

つ
と
し
て
、
造
船
所
の
規
模
の
違
い
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本
よ
り
も
新
し
い

時
期
に
巨
大
な
施
設
を
造
っ
た
造
船
所
は
、

大
型
船
を
同
時
に
多
数
隻
建
造
し
た
い
と
い

う
客
（
船
主
）
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。
日
本
で
も
、
国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
に
、
造
船
企
業
の
再
編
・
統
合

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

各
造
船
所
が
得
意
分
野
に
集
中
で
き
、
企
業

と
し
て
の
建
造
能
力
を
高
め
る
と
共
に
、
技

術
者
に
と
っ
て
も
似
た
船
を
別
の
場
所
で
設

計
す
る
な
ど
の
無
駄
を
省
い
て
、
効
率
的
に

働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
し
い
分
野
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
進
め
て

い
ま
す
。
そ
れ
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
な
ど
を

採
掘
す
る
「
海
洋
開
発
※
」
で
す
。
海
洋
開

発
に
は
目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
船
舶
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
海
底
の
石
油
・

ガ
ス
採
掘
は
、
海
外
勢
が
先
行
し
、
日
本
は

出
遅
れ
た
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

徐
々
に
実
績
を
重
ね
つ
つ
あ
り
、
今
後
、
日

本
の
市
場
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
す
。

ま
た
、こ
れ
ら
の
特
殊
な
船
舶
の
開
発
や
、

建
造
、
運
用
に
は
、
技
術
者
の
育
成
も
重
要

で
す
。
し
か
し
、
海
洋
開
発
分
野
は
新
し
く

取
り
組
み
始
め
た
分
野
で
あ
る
た
め
、
十
分

な
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
海
外
の
大
学

な
ど
と
も
連
携
し
て
、
産
学
官
一
体
と
な
っ

た
人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り
も
始
め
て
い

ま
す
。

船
舶
の
建
造
だ
け
で
な
く
、
そ
の
運
用
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
受
注
も
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス

で
す
。（
株
）
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業

支
援
機
構
（
J
O
I
N
）
と
連
携
す
る
こ
と

で
、
日
本
企
業
の
海
洋
開
発
分
野
へ
の
進
出

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

石
油
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
価
格
が
一

時
的
に
下
落
し
た
昨
今
で
は
、
海
洋
開
発
分

野
へ
の
投
資
は
抑
制
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
後
も
増
大
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
中
長
期
的
に
成
長

分
野
で
あ
る
海
洋
開
発
を
避
け
て
通
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
は
10
年
後
、

20
年
後
を
見
据
え
た
施
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
も
日
本
の
造
船
産
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。
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上／三菱重工の「さやえん
どう」LNG船。球形のLNG
タンクを船体と一体構造の
連続カバーで覆い、丈夫で
軽く、かつ空気抵抗の少な
い形を実現した。
左／川崎重工が製造した球
形のLNGタンク。天然ガス
を-162度の低温で液体化
して貯蔵し、海上輸送する。

造船や海洋開発の話題で
よく使われる言葉
シェールガス
米国が開発を進めてきた地層内のエネル
ギー資源。米国がエネルギー輸出国になっ
たことで、パナマ運河を通行可能なLNG
船の需要が高まるなど、造船業にも影響を
もたらした。

海洋開発
海底の資源採掘、洋上風力発電など、新
たな海洋利用を図ること。近年、海底から
の石油やガス生産が増加し、注目を集めて
いる。

LNG:Liquefied Natural Gas
液化天然ガスの略称。極低温で気体の
天然ガスを液化し、効率的な輸送を行う。
「LNG船」はLNGの運搬船を指す。

IMO:International Maritime
Organization
国際海事機関の略称。国際連合の専門機
関で、船舶の安全や環境に関する国際規則
を定めている。

特集

進化する造船業




